


 

全国保育士会倫理綱領 

 

すべての子どもは、豊かな愛情のなかで心身ともに健やかに育てられ、自ら伸びていく無限

の可能性を持っています。 

私たちは、子どもが現在(いま)を幸せに生活し、未来(あす)を生きる力を育てる保育の仕事に

誇りと責任をもって、自らの人間性と専門性の向上に努め、一人ひとりの子どもを心から尊重

し、次のことを行います。 

私たちは、子どもの育ちを支えます。 

私たちは、保護者の子育てを支えます。 

私たちは、子どもと子育てにやさしい社会をつくります。 

（子どもの最善の利益の尊重） 

１．私たちは、一人ひとりの子どもの最善の利益を第一に考え、保育を通してその福祉を積極的に

増進するよう努めます。 

（子どもの発達保障） 

２．私たちは、養護と教育が一体となった保育を通して、一人ひとりの子どもが心身ともに健

康、安全で情緒の安定した生活ができる環境を用意し、生きる喜びと力を育むことを基本と

して、その健やかな育ちを支えます。 

（保護者との協力） 

３．私たちは、子どもと保護者のおかれた状況や意向を受けとめ、保護者とより良い協力関係

を築きながら、子どもの育ちや子育てを支えます。 

（プライバシーの保護） 

４．私たちは、一人ひとりのプライバシーを保護するため、保育を通して知り得た個人の情報

や秘密を守ります。  

（チームワークと自己評価） 

５．私たちは、職場におけるチームワークや、関係する他の専門機関との連携を大切にします。 

また、自らの行う保育について、常に子どもの視点に立って自己評価を行い、保育の質の

向上を図ります。  

（利用者の代弁） 

６．私たちは、日々の保育や子育て支援の活動を通して子どものニーズを受けとめ、子どもの

立場に立ってそれを代弁します。  

また、子育てをしているすべての保護者のニーズを受けとめ、それを代弁していくことも

重要な役割と考え、行動します。 

（地域の子育て支援） 

７．私たちは、地域の人々や関係機関とともに子育てを支援し、そのネットワークにより、地

域で子どもを育てる環境づくりに努めます。 

（専門職としての責務） 

８．私たちは、研修や自己研鑽を通して、常に自らの人間性と専門性の向上に努め、専門職と

しての責務を果たします。 
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平成 25年 3月 4日 

平成 31年 2月 8日 一部改定 

全国保育士会 常任委員会 

全国保育士会 食育推進ビジョン 
 

【前文】 

「食育」は、身近な大人や他の子どもたちとの関わりの中で食事をおいしく楽しく食べることを

通じて、子どもたちが生涯にわたって健康でいきいきとした生活を送る基礎となる「食を営む力」

を育むことを目的としています。 

全国保育士会では、全国保育士会倫理綱領と保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保

育要領にのっとり、会員が中心となり、保育に携わる全ての職員が「食育」に関する共通理解のも

と一体的に推進するための指標として、ここに「全国保育士会 食育推進ビジョン」を策定し、さら

なる「食育」をすすめます。 

 

1. 保育実践と一体となった食育の推進に取り組みます。 

食育は子どもたちの成長・発達を育むなかで必要不可欠なものであり、保育所や認定こども

園等における日々の生活の中で保育と一体的に取り組みます。 

 

2. 子どもの育ちを保障する食事の提供体制・環境を堅持した食育を推進していきます。 

子どもたちにとって身近な存在である職員が、一人ひとりの状態に合わせた食事を提供し、

子どもたちが作り手の顔を思い浮かべながら、おいしく楽しく食べることができる環境を守り

ます。また、子どもたちの食への関心が高まるよう、五感を通じて食とふれ合える機会をもて

るよう努めます。 

 

3. 食育の推進は家庭との協働によりすすめます。 

子どもたちの生活や食事に関する情報を家庭と共有し、相談に応じるなど望ましい食生活に

ついて共に考え、家庭における食育を支援します。 

 

4. 施設全体で連携し、食育の推進に取り組みます。 

保育に携わる全ての職員が、保育所や認定こども園等で行う食育について共通の理解をもち、

年齢に合わせた計画の目標を共有し、互いの専門性を活かしながら連携・協力して取り組みま

す。 

 

5. 地域の子育て家庭への理解をすすめ、関係機関と連携・協力をして食育の推進に取り

組みます。 

在宅の子育て家庭の乳幼児の食に関する相談に応じるなど、専門性を活かした助言や支援を

行います。また、地域の保健医療機関等と必要な情報を共有し、地域全体で連携して食育に取

り組みます。 
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